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み札配当の一部非課税

Q:株式を消却した場合のみなし配当につ

いて手当てが行われていますが、これについ

て教えて下さい。

A:先の商法等の改正案要綱で、企業の自

社株取得解禁の方向が明らかにされたが、こ

れを先取りする形で、6年度税制改正で法人

が自社株を取得し利益により株式の消却をす

る場合に生ずる「みなし配当」の源泉徴収を

行わないこととする措置が講じられることと

なった。

今回、自社株取得の解禁が予定されている

のは 、

①使用人に譲渡するための自己株の取得、

②利益による株式の消却をするための自己株

式の取得

③株式の譲渡につき取締役会の承認を要する

会社の相続人等からの自社株式の取得、

の3ケース。

②のケースでは、利益をもってする株式の

消却が行われれば、消却した株式の対応する

資本の金額のうち消却されなかった株式に対

応する部分の金額については、配当とみなさ

れ、本来であれば、所得税の源泉徴収を行わ

なければならなかった。

今回の改正は、この配当とみなされる金額

に対する所得税の源泉徴収を適用しないとい

うもの。

これは、株式市場の活性化のための措置で

もある。

なお、今回の改正は、平成6年4月1日以

後に利益によってする株式の消却が行われた

場合について適用することとされている。
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①使用人1急識渡すう剛の取得

②剰盗,急よう株式鋤消却亀

③相続人等
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